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１．はじめに 
 近年、多くの大学において学習管理システム（Learning Management System: LMS）の活用
が盛んになり、それに伴って LMS における学習ログを解析し、教育の改善に役立てようと
する試みが数多く行われている（植野, 2007; 富田, 2012; 石川, 2014）。岡山大学においても、
















日付 授業タイトル 課題 
10 月 3 日 
第 1回 インストラクショナルデザインと
は？ 
 課題１（期限：10 月 8日→10 月 18 日まで
延長） 
10 月 10 日 第 2回 学修の魅力を高めるモデル  なし 
10 月 17 日 第 3回 学修の魅力を高めるモデルの応用  課題 2（期限：10 月 23 日まで） 
10 月 24 日 第 4回 学修の効果を高めるモデル 
 課題 3（内容はアンケート、期限：11 月 6
日まで） 
10 月 31 日 （木曜日の授業実施日のため休み）  なし 
11 月 7 日 第 5回 学修の効果を高めるモデルの応用  なし 
11 月 14 日 第 6回 学修の効率を高めるモデル 
 最終レポートの一次提出（期限：11 月 20
日まで） 
11 月 21 日 第 7回 学修の効率を高めるモデルの応用
 最終レポートの最終提出および小テスト
（期限：11 月 27 日→12 月 4 日まで延長） 
11 月 28 日 第 8回 まとめ  なし 
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 受講者に関して、履修登録者数は 23 名であったが、実際に授業へ出席していた者は 20 名
（男性 14 名、女性 6 名）であり、それぞれの所属は文学部（2 名）、教育学部（2 名）、経済
学部（4 名）、理学部（1 名）、薬学部（1 名）、工学部（6 名）、環境理工学部（1 名）、農学
部（1 名）、マッチングプログラムコース（2 名）となっていた。学年に関しては、本授業科
目の実施日である火曜日が 2 年生の教養教育科目履修曜日となっていたため、2 年生が 17
名と大半を占め、残りは 1 年生、3 年生、4 年生がそれぞれ 1 名ずつとなっていた。 
 
３．学習ログの分析方法 
学習ログは Moodle より取得した。対象とした期間は 1 回目の授業日である 10 月 3 日か
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日にアクセス数が多くなっているのがわかる。また、10 月後半から 11 月前半にかけては
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図 2．1 日ごとのアクセス数 


































































第 1 回⽬授業 授業内でアンケートの実施 
課題 1 締め切り（延⻑前） 
課題 1 締め切り（延⻑後） 
課題２ 締め切り 




課題 3（アンケート） 出題 
授業なし 
最終レポート 出題 
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クセス数が多かった時間帯は 9時～11 時 59 分であった。曜日別の集計で土日のアクセス
数が少ないことを考えると、この時間帯に関しては主に学内の PC 端末やスマートフォン


















最後に、アクセス数ごとの人数分布を表 2 に示す。50 件以上 100 件未満のアクセス数が
最も多く 10 名と最も多くなっている。一方でアクセス数が 100 件以上となっている受講者






0 件以上 50 件未満 0 
50 件以上 100 件未満 10 
100 件以上 150 件未満 4 
150 件以上 200 件未満 3 
200 件以上 250 件未満 2 
250 件以上 300 件未満 0 
300 件以上 350 件未満 1 
 
５．今後に向けて 
 岡山大学において全学での Moodle の運用は平成 29 年 9 月に開始したばかりという状況
の中、本授業は平成 29 年 10 月より Moodle を活用して実施したが、1 日ごとのアクセス数
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LMS を活用した授業科目における学習ログ分析―教養教育科目 『インストラクショナルデザイン入門』 の事例―
を見ても分かるとおり、課題や小テスト等、こちらからの働きかけがある場合はアクセス数
が多くなるものの、それ以外の日に関しては全くアクセスが無い日もあり、本授業における
Moodle のコンテンツや活用方法の影響があるにせよ、まだまだ Moodle を定期的に閲覧す
る習慣を学生が身に着けていないものと想像される。平成 30 年 3 月までは Moodle と並行
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